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特集  みんなで回そう！ 教学マネジメント

取材・文／本間学　撮影／谷口哲

　本
学
で
は
、
マ
ク
ロ
（
全
学
）、
ミ

ド
ル
（
学
部
等
）、
ミ
ク
ロ
（
教
職
員
）

の
三
層
で
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回

し
、
重
層
的
に
教
育
の
質
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

　マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
は
、
認
証
評
価
で

重
視
さ
れ
る
内
部
質
保
証
の
確
立
な
ど

を
、
ミ
ド
ル
レ
ベ
ル
で
は
学
部
で
設
定

し
た
教
育
目
標
の
達
成
な
ど
を
、
ミ
ク

ロ
レ
ベ
ル
で
は
授
業
内
容
や
授
業
方
法

の
改
善
な
ど
を
質
向
上
の
テ
ー
マ
と
し

て
お
り
、
そ
の
実
現
を
推
進
・
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
も
レ
ベ
ル
ご
と
に
整
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
各
レ
ベ
ル
で
P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
自
己
完
結
さ
せ
て
い

る
だ
け
で
は
、
効
果
的
な
改
善
は
望
め

ま
せ
ん
。
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
課
題
を
解

決
す
る
に
は
ミ
ド
ル
レ
ベ
ル
で
の
改
善

が
、
ミ
ド
ル
レ
ベ
ル
の
施
策
の
効
果
を

高
め
る
に
は
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
の
改
良

が
必
要
に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
本

学
で
は
、
ミ
ド
ル
レ
ベ
ル
に
位
置
す
る

「
教
学
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
つ
な

ぎ
役
と
な
り
、
三
層
の
連
携
・
協
力
を

円
滑
に
進
め
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。　同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
2
0
1
4
年

度
に
設
置
さ
れ
た
教
職
協
働
・
学
部
横

断
型
の
組
織
で
す
。入
試
や
教
務
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
21

人
の
教
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ド
ル
レ
ベ
ル
の
学
部
支
援
が
活
動
の

中
心
で
す
が
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
「
全

学
I
R
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

や
、
授
業
改
善
の
支
援
を
行
う
ミ
ク
ロ

レ
ベ
ル
の「
教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
の
兼
務
者
も
お
り
、「
人
」
を
介
し

て
各
階
層
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
例
え
ば
学
部
で
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
に
対
し
て
、
教
育
開
発
支

援
セ
ン
タ
ー
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
情
報
共

有
を
図
り
、
F
D
や
改
善
提
案
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
3
つ

の
組
織
の
ト
ッ
プ
は
教
育
推
進
担
当
副

学
長
が
務
め
て
お
り
、
組
織
間
の
連
携

も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

　三
層
を
縦
に
つ
な
ぐ
連
携
は
「
人
」

が
キ
ー
で
す
が
、
部
局
と
教
学
I
R
を

横
に
つ
な
ぐ
連
携
で
は
、「
デ
ー
タ
」

が
キ
ー
に
な
り
ま
す
。

　教
学
I
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

D
P
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
「
考
動

力
」
の
達
成
度
を
2
0
1
5
年
度
か
ら

学
生
調
査
を
実
施
し
て
測
っ
て
い
ま

す
。
入
学
時
と
卒
業
時
は
全
員
を
対
象

に
記
名
式
で
調
査
を
行
う
の
で
、

G
P
A
や
履
修
状
況
な
ど
と
の
ひ
も
付

け
が
で
き
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
持
っ

て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
が
分
析

の
必
要
性
を
感
じ
な
け
れ
ば
I
R
の
出

番
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
験
上
、
デ
ー
タ

の
活
用
を
現
場
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
、

小
さ
く
て
も
よ
い
の
で
、
デ
ー
タ
で
何

が
わ
か
る
の
か
と
い
っ
た
手
応
え
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
最
初

の
一
歩
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
大
変
で
す

が
、
1
つ
で
も
利
点
が
伝
わ
れ
ば
、
定

例
の
報
告
会
や
デ
ー
タ
提
供
の
依
頼
な

ど
が
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

　私
は
、
学
生
の
学
び
や
教
員
の
教
育

活
動
を
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
支
え
る
こ

と
が
、
職
員
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
教

員
は
任
期
付
き
で
大
学
運
営
に
関
わ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
職
員
は
、
長
期
的

な
視
点
を
持
っ
て
必
要
と
な
る
デ
ー
タ

の
提
案
や
分
析
報
告
を
す
る
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
私
た
ち
職

員
が
学
生
や
大
学
、
社
会
の
状
況
を
今

以
上
に
理
解
し
、
将
来
展
望
を
し
っ
か

り
と
描
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

各階層のPDCAサイクルを有機的につないで教育の質向上に取り組んでいる関西大学。
教学IRの担当職員に、教職協働でPDCAサイクルを機能させる工夫を聞く。
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学生数／約２９３００人　
学部／法、文、経済、商、社会、政策創造、外国語、人間健康、総合情報、社会安全、システム理工、環境都市工、化学生命工
大学院／法学、文学、経済学、商学、社会学、総合情報学、理工学、外国語教育学、心理学、社会安全、東アジア文化、
　　　　ガバナンス、人間健康
▶THE世界大学ランキング2021／1001+位、同日本版2021／=75位　    

デ
ー
タ
活
用
で
得
ら
れ
る

利
点
の
共
有
か
ら
始
め
る

分
析
か
ら
改
善
ま
で
を

シ
ー
ム
レ
ス
に
サ
ポ
ー
ト

DP達成度を学生にフィードバックし、
主体的な学修を促す

PDCAを回す工夫

教学マネジメント推進体制図

　教学IRプロジェクトが実施する調査の結果は、教学IRで活用するだけでな
く、主体的な学修を促すために学生個人にもフィードバックしている。2019年
度から本格稼働した「フィードバックシート」に学生はスマホやパソコンからアク
セスして、自分の回答結果を確認する。シートには、関西大学の教育目標であ
る「考動力」を規定する5つの力（自律力・人間力・社会力・国際力・革新力）と
リテラシーの6項目がレーダーチャートで表示されており、自分の値と学部平均
値とを比較することで、自分の強み弱みが把握できる。学修や科目履修に関
する学部からのアドバイスも掲載されている。2020年度からは、入学時調査を
紙からWebに切り替えることで、数日での返却が可能になっており、履修登録
前に学生が結果を確認し、科目の選択などに役立てている。

注目！

CASE 
STUDY

大学組織

相談・依頼

支援・データ提供

支援・連携

学修支援
FD・SD

教学マネジメント基盤

＊ 自ら考え行動する力

学部長 研究科長会議

学長 執行部

部 局

学 部

教 員

マクロレベル
（全学視点での支援）

ミドルレベル
（学部・部局の支援）

ミクロレベル
（教員の支援）

副
学
長（
教
育
推
進
担
当
）

▶授業アンケートの結果を教員に共有。教
育開発支援センターがディスカッションベー
スで教員とコミュニケーションを取りながら、
教育内容・方法の改善を支援する

▶教学IRプロジェクトが、データ分析のサン
プル集を作成。各種データの活用方法を具
体的に示し、学内に共有することで、分析
依頼を促進する

▶執行部の意思決定に必要なデータを、先
読みして職員が準備。適切なタイミングを
計って、意思決定者に共有する

教育開発支援センター

教育推進部

全学IR推進ワーキンググループ

内部質保証推進プロジェクト

兼
務

兼
務

分析依頼

報告

授業科目レベル 学位プログラムレベル 大学全体レベル

フィードバックシート（パソコン版）

教学IRプロジェクト

教育推進部
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